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地域と家庭の教育力
医療機関において, 医師以外のスタッフのこと
を ｢コ・メディカル｣ あるいは ｢コメディカルス
タッフ｣ とする呼び方は, 普及しつつあるといえ
よう｡ 医療機関においては, 医師のほか, 看護師,




れる｡ 一方, 学校現場では, 1995年度から 2000











在については, SCにとどまらない｡ 実際, 文部
科学省は 2008年度に ｢スクールソーシャルワー
カー (以下, SSWer) 活用事業｣ を実施し, 全



















の関係や, 地域とのコミュニケーションの実態を訊ねた｡ 本報告では, この聞き取り調査の結果から, 地域にお
ける小学校の役割や, 学生ボランティアをはじめとする, ｢外とのつながり｣ をどのような形で必要としている
のかを検討した｡ また, 実際にはどのようなボランティアが学校現場に入っているのか, その取り組みを全国レ
ベルでレビューした｡ そして, 以上のことから, 学校を中心とした地域コミュニティづくりについて, その可能
性を検討した｡
キーワード：学校支援ボランティア, 地域コミュニティ, 小学校
































(e. g., 弘中, 1999; 吉田, 1997), その中でも, 地
域コミュニティとの連携をもつことによる支援が
有効であることも指摘され (酒井, 2007), ｢コミュ
ニティスクール｣ の動きが既にみられている (生
涯体験活動振興協会コミュニティ・スクール研究
委員会, 2004)｡ また, コミュニティの遂行する
機能の一つとして, Klein (1968) は, ｢新しい入














動する専門職の ｢採用｣ であり, 採用活動の際に
は, 資格を限定するなどの条件が課せられる｡ 一







された教育改革プログラム (文部省, 1997) にお

































科学省 (2003) の ｢今後の特別支援教育の在り方










の一つとして, ティーム・ティーチング (T. T.)
や, 少人数指導が検討, 実施され, 担任以外の教
師を教員補助者として教室に配置する, 複数人に
よる支援が求められるようになった｡ この教員補
助員として, 心理学を学ぶ大学生, 大学院生, 教
職を志す大学生, 大学院生を配置する動きも始まっ









算措置も行われた (中島, 1999)｡ この際, イン
フラ整備のために地元企業や地域住民によるボラ
ンティア的な関わりが積極的に行われたことがい
くつかの論文によって示されている (e. g., 山本・
田嶋, 2000；中島, 1999)｡
以上をまとめると, 学校に関わる教師以外の役






が, ) 行事等の補助員, の 4つである｡ 特に近
年では, 総合的な学習の時間における地域住民と
の関わりにおいて, 環境教育に力を入れる動きも





















るといえる｡ しかし, 実際には, 学校現場に教師
以外の役割を持つ, いわば ｢外部の人間｣ が入る
ことに関しては, さまざまな問題が指摘されてい
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また, 対象校は X市で初めて PFI事業を利用
した複合施設の中心として設置されている｡ 小学


















り, 樹木の伐採, 花壇の手入れ, ペンキ塗り等で
ある)｡ ) IT支援ボランティア (市内小中学校
でのパソコン学習や校内 LANの利用に関する補
助であり, 主な活動は, コンピュータ学習のお手
















幼稚園, 保育園との連携については, 小 1プロブ
レム解決の観点からも必要と感じている｡ また,
キャリア教育という意味でも, 幼稚園, 保育園と




りしている｡ また, 6 年生が幼稚園, 保育園で
｢先生のお手伝い｣ を行うという活動も実施して






るようになっている｡ さらに, 中学校, 小学校の
教員がそれぞれ相互に研修に行ったり, 行事の際
に行き来するなど, ｢顔の見える関係｣ を心がけ
ている｡ 小学校側としては, 中学校に行けば, 卒
業生の顔を見ることができるので, なるべく足を


































を ｢見せる｣ ことも大切であり, ささいなことか
ら誤解を受けないように, コミュニケーションを
とることを心がけている｡ また, 正式な交流の場
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